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目録とは

“利用者が図書館で利用可能な資料を発見・識別・

選択・入手できるよう，資料に対する書誌データ，

所在データおよび各種の典拠データを作成し，

適切な検索手段を備えて，データベース等として

編成するもの”

『日本目録規則2018年版』用語解説より
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蔵書目録（蔵書検索システム、OPAC）
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A図書館蔵書目録
・書誌データ

どんな資料があるか
・所在データ

どこに資料があるか

B図書館

蔵書目録
C図書館

蔵書目録

総合目録 NACSIS-CAT,WorldCATなど

現在はオンライン目録が主流
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その他の目録の形態

•冊子目録
 一覧性がある・持ち運びできる

複数作成できる

情報が更新できない

•カード目録
情報の更新がしやすい

一覧性がない・持ち運びできない

資料が多いほど広いスペースが必要
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選書

受入

目録

分類

装備

配架

蔵書
管理

除籍

利用者
サービス

資料管理

施設管理
人事労務ほか

目録業務の位置づけ
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その資料はどんな資料か？

• 書誌データ

タイトル・著者・出版者

発行年・書影

形態・シリーズ名

使用言語・著者情報

分類・ISBN・収録内容

件名（キーワード）ほか
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書誌データ



NACSIS-CAT
NII（国立情報学研究所）が運用する目録所在情報サービス

全国規模の総合目録データベースシステム

大学図書館等の高等教育機関を中心に1352機関が参加

• 参加館によるオンライン共同分担目録方式

• 日本目録規則2018年版（NCR2018）

• 目録情報の基準（第6版）

目録システムコーディングマニュアル
（NCR2018対応版）

• 典拠コントロール（著者名典拠と統一書名典拠）

利用者向けサービスとしては CiNii Books/CiNii Research
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総合目録データベース
・図書書誌 ・雑誌書誌
図書所蔵 雑誌所蔵

・著者名典拠
・統一書名典拠

参照ファイル
JPMARC、TRCマーク

USMARC 等



オンライン共同分担目録方式
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書誌データは
全館利用できる

作成負担が軽減

NACSIS-CATで
書誌データを探す

書誌データを自館のシステムへ
ダウンロード

書誌データを作成
アップロード

自館のシステムで
所在情報を登録

NACSIS-CATへ
所蔵情報を登録

ない

ある

書誌データが
なければ参加館の
いずれかが登録



その資料はどこにあるか？

・所在データ

所在情報・請求記号

資料ID・利用状況ほか
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所在データ



分 類

• 資料の主題に基づき、分類表を用いて分類記号を付与

分類法 例 日本十進分類法（NDC）

                      国立国会図書館分類法（NDLC）

米国国立医学図書館分類表（KLMC）

                      デュ―イ十進分類法（DDC）

                      米国議会図書館分類表（LCC）

• 分類記号に図書記号（受入順記号・著者記号・年代記号）、
補助記号を加え、請求記号を付与

• 基本的に館内で資料は請求記号順に配架されるため、

資料の所在が決まる
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実際に分類してみる
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資料の主題を小説、物語と判断するなら

• 日本十進分類法（第10版）によれば
900 文学→ 910日本文学

    →913 小説.物語
→ 913.6 近代：明治以後
細分するなら 913.65 平成時代 1989-

• 著者記号表によれば
著者：平谷美樹

   HIRAYA → Hiray H69

• 国立図書館図書館分類法によれば
K 芸術・言語・文学→ KH 作品集
→KH971 個人作家の作品集＋受入順記号 など

分類法の違い・図書館の方針
などによって異なる請求記号
になることも



最近の目録について①

CAT2020（2020.8）

NACSIS-CATの軽量化・合理化をめざした
運用・システムの変更

・書誌作成単位の変更 書誌単位→出版物理単位

・図書館間の書誌データ調整の廃止

・並立書誌の許容

・RELATON データセットの導入

・PREBOOK データセットの導入 ほか
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最近の目録について②
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NCR2018（2024.10）
国際標準への対応を意識した目録規則の変更

・書誌レコードの機能要件 (FRBR)を採用

・Resource Description and Access との相互運用性を重視

・情報源の優先順位を規定

・表現種別・機器種別・キャリア種別についての注記
例 表現種別: テキスト (ncrcontent), 機器種別: 機器不用 (ncrmedia), キャリア種別: 冊子 (ncrcarrier) 

・著作・表現形と個人・家族・団体との関連を記録 ほか
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目録を担当するなら

•書誌データがなければ作ろう
最初から完璧なものを作れなくても後から追加・修正できる

目録に情報がなければその資料は存在しないのと同じ

•目録所在情報サービスQ&Aやブログ等の外部情報

 を参考にする時はいつの時点での情報かを確認すること（時期によって

は基準とした目録規則やマニュアルが異なる場合がある）

•利用者の目線に立った目録・分類を
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参考資料

•国立情報学研究所(NII)目録所在情報サービス

セルフラーニング教材あり

•日本目録規則2018年版

•目録情報の基準（第6版）

•コーディングマニュアル（NCR2018対応版）

•日本十進分類法新訂10版. 日本図書館協会 , 2014.12

•国立国会図書館分類表
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